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甲e
「ほらっ、かわいく撮れてるよ」二＝仙台市の宮城県立こども病院で10年2月3日

こども病院の写真セラピー

心の声が表れたメッセージ＝＝長野
県立こども病院で09年8月4日

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
始

ま
る
と
す
ぐ
に
中
学
1
年

の
女
子
生
徒
が
病
院
内
の

売
店
に
走
っ
た
。
「
新
し

い
も
の
は
あ
る
か
な
」
と

つ
ぶ
や
き
な
が
ら
、
菓
子

の
コ
ー
ナ
ー
で
写
真
を
掘

り
始
め
る
ひ

、
2
月
3
日
に
宮
城
県
立

こ
ど
も
病
院
の
西
多
賀
支

援
学
校
こ
ど
も
病
院
分
教

室
で
行
わ
れ
た
「
写
真
セ

ラ
ピ
ー
」
で
竺
コ
マ
。

ほ
ほ
笑
ま
し
い
姿
に
レ
ン

ズ
を
向
け
て
い
る
と
、
教

諭
が
、
「
あ
の
子
は
食
事
が

制
限
さ
れ
、
お
菓
子
が
食

べ
ら
れ
な
い
の
」
と
教
え

て
く
れ
た
。
女
の
子
の
笑

顔
に
胸
が
詰
ま
っ
た
。

現
在
、
日
本
写
真
療
法

家
協
会
は
長
野
県
立
こ
ど

も
病
院
と
宮
城
県
立
こ
ど

も
病
院
の
院
内
学
級
で

「
写
責
セ
ラ
ビ
⊥
を
実
施

し
て
お
り
4
月
か
ら
も
う

1
．
カ
所
増
や
す
。
代
表
の

酒
井
貴
子
さ
ん
（
5
1
）
は
、
、

こ
ど
も
病
院
を
活
動
の
原

点
だ
と
感
じ
て
い
る
。

0
4
年
に
長
野
県
立
こ
ど

も
病
院
で
行
っ
た
、
最
初

の
「
写
真
セ
ラ
ピ
ー
」
。

薬
の
副
作
用
の
た
め
ベ
ッ

ド
で
過
ご
す
時
間
の
多
い

女
子
生
徒
が
参
加
し
た
。

車
い
す
に
乗
り
、
琴
見
る

手
で
撮
っ
た
写
真
は
わ
ず

か
3
、
4
枚
。
ぶ
れ
た
写

真
だ
っ
た
が
皆
が
神
秘
的

と
褒
め
た
。
彼
女
は
喜
び
、

カ
メ
ラ
を
買
っ
た
。
積
極

的
に
参
加
も
、
体
も
心
も

し
っ
か
り
し
て
い
っ
た
と

い
う
。
酒
井
さ
ん
鱒
「
最

後
は
自
分
の
足
で
歩
い
て

退
院
し
た
。
写
真
の
力
を

倍
じ
る
き
っ
か
け
だ
っ

た
」
と
振
り
返
る
。

「
退
院
し
た
い
で
ー
す
。

海
行
き
て
ぇ
⊥
。
昨
年

8
．
月
に
長
野
県
立
こ
ど
も

病
院
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
男
子
生
徒
が
書
い
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
だ
。
素
直
に
表

現
さ
れ
た
心
の
声
。
「
写

真
セ
ラ
ピ
ー
」
で
子
ど
も

た
ち
は
思
い
を
形
に
し
、

生
き
る
力
を
喚
起
し
て
い

る
よ
う
に
早
見
た
っ

写
真
・
文
　
梅
村
直
承

ボランティアに手伝ってもらい被写体を探す＝長野県立こども病
院で09年8月4日

切
っ
た
＝
宮
城
県
立
こ
ど
も
病
院
で
1
0

「
こ
の
お
菓
子
す
き
な
の
」
。
笑
顔
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

思し、‾を形に▼‾して
生きる力を・喚起

病
棟
か
ら
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
女
の
子
。
窓
の
外
の
景
色
に
カ
メ
ラ
を
向
け
た
＝
長
野
県
安
曇
野
市
の
長
野
県
立
こ
ど
も
病
院
で
2
0
0
9
年
8
月
4
日

tNPO日本写真療法家協会が提唱『．…　写真を撮りJ好きなカットを選んでプ
「写真セラピー‾（写真療法）」はNPO

日本写真療法家協会を07年に設立した酒
井景子代表が提唱する療法。

リント。それを30掌ン四方の圃用紙に張り
付iナ、自由に飾り付けて、言葉を添える
「スクラップブッキング」を行う。写真

を通して自由な自己表現を楽しむこと≡′る。知的障害者施設、高齢者嘩設、緩和
で、対象者が自ら癒やされ、自信や意欲喜ケア病棟など10カ所で実施されている。

など、生きる力を喚起する方法。写真の≡　同協会（03・3755・2085）は、ワーク
技術は必要とされず幅広い人が参加でき≡ショップの世話をするフアシリテ一夕ー

の育成に力を入れている。今年は東京と…を体験して修了となる。講座を修了し会
大阪で実施予定。3日闇の講座で、写真
療法の理論、実践例、各施設での注意事
項などを学び、実施方法を習得し、■活動

員となれば、協会が無料で機材を貸与し
てワークショップを実施できる支援プロ

グラムが利用できる。

■責苦喜1図　∩3九飛まで参・ 介りワ　▲　て£－


